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論に対してもどんな議
丁事に考え抜く姿勢を評価

◎脇田成宅
『賃上げはなぜ必要か』
日本経済の誤謬
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法政大学大学院政策倉」造研究科教授

本の袖にキかれているように
~lJ:統

的なマクロ

経iキ 学者による、人‖
「
1で現実的な li本経済論」と

いう表現が本 |キ にびったりだ! タイトルにあるよ

うに、本許のキlfi論 は確かに「貨 liげが必要だ_と

いうことなのだが、その結論にキiる までに、マク

ロ経 i斉 の成長と術環、 H本的労働慣行の討illlll、

“

、

米のガバナンス、lL会 1カt障 と世代 1浩
j不 公｀

|え 、さら

には少 j4化 問題、地域 |1増 題までもが広範に論 じら

れている その意味では、独 141の |1本経済論を展

開した本だと|キ った方がいいかもしれない

評持がとくに感″亡ヽしたのは、多くの経済学杵、

エコノミストが一兄して
~筋

が思い」 と考えがち

な議論についても、 1本 年にその内容を|1今 味し、そ

のうちのあるものについては「筋はな くなく、む

しろ ||:し いJと いう逆転の結論を出している点だ

例えば、程、ド1身 、イ(持の主要な結論である「企

業の内部留保をもっと賃金ザ|き liげに 1由|せJと ぃ

う iを 張については、 一般に受けは良いかもしれな

いが、筋は悪いと即断してきた 利 た々の処分は企

業の白直1な 半1断に、賃金は労使の交渉に委ねるベ

きであ |)、 いかに結果が望ましいからといって安

易に政策的介入をすべ きではないと考えてきたか
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これに対して竿者は、次のように ii張 する 「卜|

本の企米は、1998年 に銀行が ‐時危機に怖1っ た時

チリJを 契機に、ひたすら企米の作統のため、銀行に

併令を返 し、資金を溜め込んで、投低限の設備投

資を行い、人件費は節約するという行動をとるよ

うになった この人件貸削減が十日|り 十日1っ て需要を

低下させ、細 く長 く企業を存続させようとする柿

小均術に陥ってしまったとこれが H本企業の要朱

化であ |)、 日本拝済の陥った 1合 成の誤謬どであ

る_!そ して、十1本 企米は
~F里

論と現実、本十と建

前からなるダブルスタンダー ドなりt況が続いてお

|)、 その結冴と、株 iiに も従業員にも帰属しない、

企米純資産が増力||し てお り、その純資に増カロは設

備投資や株価に反映されていない ケインズ型消

費関数が成 14す るもとでは、消費 L昇のためには

賃 Ltデが望ましく、財界キの賃 11げへの反論は棋

拠がない_十 文予れを一部変えている )

T政 府の支持や規制が必要_と いう側面を強調

するのも共色だ!学者は多くの経済学ヤが「市場

原F里 に反するのではないかと考えた り、教科許的

なロジックにとらわれすぎるため、適切な規制や

千,こ 制誘導にあま |)に も及び腰ではないかJと 批判

している

また、
~埋

蔵令なと
ヾ
に頼らず、財政を再建 して 1性

代間格差を解消せよ_と いった、私も合めて多く

の経済学杵が】略然 1テとする常F機 的な議論に対しても

争杵は疑 |1町 を,3さ ない 竿考は、政府の資i在サイ

ドも五祝すべきだとし、 1十 七代 F町 不公｀
十を論への疑問

を提示している こうした姿勢は、その結論に監

成するかは別として、牛持がどんなことをも、ド|

分が納得するまで考え抜いていることを示してい

る 私なと
｀
は、本洋を,i売 んでつ くづ く児習わなけ

イしばと思う

程、も、1l Ltデ が半ましいことはその通 りだと思

うし、企業が判ヽ続的に貯革 ii体 となるのは只常だ

と思う |||1題 はそれをいかにしてた 1に するかであ

1)、 この点についてはイ(キではあまり触れられて

いないt2014年のイヽ闘は久しぶ りに従来よ 1)は 高

めの賃 liげが実現 した これには政府サイドの働

きかけが功を茶した山「があるようだが、こうした

姿が孝杵の求めたものだったのか そのあたりに

ついても
'名

1そ の考えを知 1)た いものだ 1


